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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】焼き付きの低減を図りながら、映像品質の低下
を抑制することができる表示装置および表示方法を提供
する。
【解決手段】有機ＥＬパネル１０上に表示される画像の
表示位置を変更するウォブリング部を備える有機ＥＬデ
ィスプレイ１００であって、有機ＥＬパネルを構成する
複数の画素部Ｐの各々は、ＲＧＢの色の各々に対応する
第一サブ画素部ＰＲ、ＰＧ、ＰＢと、複数の色のうちの
少なくとも２つの色を合成することにより得られる合成
色に対応する第二サブ画素部ＰＷとを有し、ウォブリン
グ部は、画像を構成する複数の表示画素の各々の輝度の
重心を、１画素部よりも小さい量で移動させる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示パネル上に表示される画像の表示位置を変更する表示制御部を備える表示装置であ
って、
　前記表示パネルを構成する複数の画素部の各々は、複数の色の各々に対応する複数の第
一サブ画素部と、前記複数の色のうちの少なくとも２つの色を合成することにより得られ
る合成色に対応する第二サブ画素部とを有し、
　前記表示制御部は、前記画像を構成する複数の表示画素の各々の輝度の重心を、１画素
部よりも小さい量で移動させる、
　表示装置。
【請求項２】
　前記表示制御部は、前記複数の画素部の各々について、移動後の前記輝度の重心に応じ
て、前記複数の第一サブ画素部および前記第二サブ画素部により表現される前記合成色の
輝度値が前記画像の表示位置の移動を行わない場合の輝度値と同じ値になるように、前記
複数の第一サブ画素部および前記第二サブ画素部に振り分ける輝度の配分を変更する、
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記表示制御部は、前記輝度の重心を順次変更し、前記輝度の重心の変更に応じて、前
記複数の第一サブ画素部および前記第二サブ画素部に振り分ける輝度の配分を変更する、
　請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記表示制御部は、表示画素を表示させる前記複数の第一サブ画素部および前記第二サ
ブ画素部の組み合わせを変更する、
　請求項１～３のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記表示制御部は、
　前記複数の画素部のうちの基準画素部に表示画素を表示させる処理と、
　前記基準画素部を構成する前記複数の第一サブ画素部および前記第二サブ画素部のうち
の一部のサブ画素部と、前記基準画素部に隣接する隣接画素部を構成する前記複数の第一
サブ画素部および前記第二サブ画素部のうちの一部のサブ画素部とを用いて前記表示画素
を表示させる処理とを組み合わせて実行する、
　請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記表示パネルは、前記複数の第一サブ画素部に緑色用の光を出すサブ画素部が含まれ
、前記第二サブ画素部が白色用の光を出すサブ画素部である場合に、前記緑色用の光を出
すサブ画素部と前記白色用の光を出すサブ画素部とが、隣接しないように配置されている
、
　請求項１～５のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記表示装置は、有機エレクトロルミネッセンスディスプレイであり、
　前記複数の第一サブ画素部および第二サブ画素部は、有機エレクトロルミネッセンス素
子を有する、
　請求項１～６のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項８】
　表示パネル上に表示される画像の表示位置を変更する表示制御部により実行される表示
方法であって、
　前記表示パネルを構成する複数の画素部の各々は、複数の色の各々に対応する複数の第
一サブ画素部と、前記複数の色のうちの少なくとも２つの色を合成することにより得られ
る合成色に対応する第二サブ画素部とを有し、
　前記表示制御部は、前記画像を構成する複数の表示画素の各々の輝度の重心を、１画素
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部よりも小さい量で移動させる、
　表示方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、複数の色を用いた画像を表示可能な表示装置および表示方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機ＥＬ（エレクトロルミネッセンス）ディスプレイあるいはプラズマディスプレイ等
では、焼き付きによる映像品質の低下を軽減するために、例えば、数分～十数分に一度程
度、画像の位置をずらす制御（以下、適宜「ウォブリング」と称する）が行われている（
例えば、特許文献１参照）。特許文献１の表示装置は、複数の画素部がマトリクス状に配
置された表示パネルを有している。複数の画素部の各々は、映像信号により示される画像
を構成する表示画素の各々に対応している。特許文献１の表示装置では、ウォブリングの
ために、画像の表示位置を上下左右方向に１画素部単位でずらしている。これにより、表
示パネルを構成する複数の画素部の各々における輝度を変化させることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－４５８１５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、１画素部単位で画像の位置をずらした場合には、画像の位置がずれたこ
とをユーザが認識でき、映像品質が低下する可能性があるという問題がある。
【０００５】
　本開示は、焼き付きの低減を図りながら、映像品質の低下を抑制することができる表示
装置および表示方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本開示における表示装置は、表示パネル上に表示される画像の表示位置を変更する表示
制御部を備える表示装置であって、前記表示パネルを構成する複数の画素部の各々は、複
数の色の各々に対応する複数の第一サブ画素部と、前記複数の色のうちの少なくとも２つ
の色を合成することにより得られる合成色に対応する第二サブ画素部とを有し、前記表示
制御部は、前記画像を構成する複数の表示画素の各々の輝度の重心を、１画素部よりも小
さい量で移動させる。
【発明の効果】
【０００７】
　本開示における表示装置および表示方法は、焼き付きの低減を図りながら、映像品質の
低下を抑制するのに有効である。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】実施の形態にかかる有機ＥＬディスプレイの外観の一例を示す図
【図２】実施の形態にかかる有機ＥＬディスプレイの構成の一例を示す図
【図３】サブ画素部の構成の一例を示す回路図
【図４】実施の形態にかかるＴＣＯＮの機能の一例を示すブロック図
【図５】実施の形態にかかる輝度変換部の構成の一例を示すブロック図
【図６】左右に隣接した２つの画素部の表示方法を時系列に示す図
【図７】実施の形態の変形例１におけるサブ画素部の配置の一例を示す図
【図８Ａ】実施の形態の変形例２におけるサブ画素部の配置の一例を示す図
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【図８Ｂ】実施の形態の変形例２におけるサブ画素部の配置の一例を示す図
【図９Ａ】実施の形態の変形例３におけるサブ画素部の配置の一例を示す図
【図９Ｂ】実施の形態の変形例３におけるサブ画素部の配置の一例を示す図
【図１０Ａ】従来の表示方法を時系列に示す図
【図１０Ｂ】従来の表示方法を時系列に示す図
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　（課題の詳細および本開示の基礎となった知見）
　上述したように、１画素部単位で画像の位置をずらした場合には、表示パネルを視るユ
ーザが画像の位置がずれたことに気付く場合がある。この場合には、映像品質が低下して
しまうという問題がある。
【００１０】
　これに対し、１画素部より小さい量で画像を移動させる方法として、例えば、移動前の
画像と移動後の画像との間の中間画像を画像処理により生成し、当該中間画像を表示パネ
ルに表示させる方法が考えられる。
【００１１】
　具体的には、中間画像を構成する中間画素の各々の輝度値は、例えば、静止画を右方向
に０．５画素の量で画像を移動させる場合、移動前の画像における中間画素に対応する表
示画素の輝度値と、当該表示画素の左側に隣接する表示画素の輝度値との中央値となる。
この中間画素の輝度値が、表示パネルの対応する画素部の輝度値となる。
【００１２】
　ただし、この場合、画素部の輝度値は２つの表示画素の輝度値の中央値となるため、輝
度のエッジの部分がぼやけてしまい、映像品質が低下してしまうという問題がある。
【００１３】
　このため、表示装置の焼き付きによる映像品質の低下を抑制するために、画像をぼやけ
させることなく、かつ、ユーザが画像の位置の変化を認識できない状態で、画像の表示位
置を移動させることができる技術が望まれている。
【００１４】
　ここで、表示装置は、一般的に、マトリクス状に配置された複数の画素部を備えている
。複数の画素部の各々は、複数の色に対応する複数のサブ画素部を有している。表示装置
には、赤（Ｒ）緑（Ｇ）青（Ｂ）のような複数の色に対応する複数の第一サブ画素部と、
白（Ｗ）のような合成色に対応する第二サブ画素部とを備えているものがある。
【００１５】
　本発明者は、上述した合成色用の色を出す第二サブ画素部を備える表示装置では、合成
色の表現方法として、複数の第一サブ画素部を組み合わせて合成色を表現する方法、合成
色用の色を出す第二サブ画素部を用いて合成色を表現する方法、および、複数の第一サブ
画素部と第二サブ画素部とを組み合わせて合成色を表現する方法等、複数の表現方法があ
ることに着目した。
【００１６】
　さらに、本発明者は、上述した複数の色と合成色とに対応した表示装置では、表現方法
により、表示パネル上に表示される画像を構成する複数の表示画素の各々における輝度の
重心が異なることを見いだし、複数の表現方法を組み合わせて用いることで、１画素部よ
りも小さい量で輝度の重心を移動させることができることを見いだした。なお、輝度の重
心は、画像を構成する表示画素の各々における輝度のピークの位置である。
【００１７】
　しかし、一般的に、画素部を構成する複数のサブ画素部の構成は表示装置によって異な
る（下記実施の形態および変形例１～３参照）。一般的な表示装置は、表示装置の外部か
ら、サブ画素部単位での制御を行えるように構成されていない。このため、表示装置の外
部から直接的に複数のサブ画素部各々の輝度値を指定することは困難である。
【００１８】
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　なお、表示画素の輝度の重心の位置を装置外部の制御により変化させる方法としては、
例えば、上述した画像処理が考えられる。ただし、装置の外部から入力される映像信号は
、画像を構成する複数の表示画素各々の画素値（輝度値、彩度等）により構成されるため
、いわゆる画素部単位での輝度値の指定しか可能でない。画像処理により画像の表示位置
を移動させる場合、画像の輝度の重心の位置はサブ画素部の構成に依存するため、サブ画
素部の配置の判定、および、判定結果に応じて画像処理の内容を変更する必要がある。ま
た、上述したように、画像処理では、輝度のエッジがぼやけてしまう場合があるという問
題がある。
【００１９】
　ただし、表示パネル上に表示される画像の表示位置を変更するウォブリングについては
、外部から入力される外部制御信号による制御ではなく、装置内部において実行される内
部制御であるため、サブ画素部単位での輝度の指定が可能である。さらに、ウォブリング
の場合、内部制御であるため、サブ画素部の構成の差に応じて処理を変更する必要がなく
なる。
【００２０】
　本発明者は、ウォブリングではサブ画素部単位での制御が可能であり、サブ画素部単位
での制御により合成色の表現方法を変更可能であることを見いだした。
【００２１】
　以下、適宜図面を参照しながら、実施の形態を詳細に説明する。但し、必要以上に詳細
な説明は省略する場合がある。例えば、既によく知られた事項の詳細説明や実質的に同一
の構成に対する重複説明を省略する場合がある。これは、以下の説明が不必要に冗長にな
るのを避け、当業者の理解を容易にするためである。
【００２２】
　なお、発明者は、当業者が本開示を十分に理解するために添付図面および以下の説明を
提供するのであって、これらによって特許請求の範囲に記載の主題を限定することを意図
するものではない。
【００２３】
　（実施の形態）
　以下、図１～図６を用いて、実施の形態を説明する。なお、本実施の形態では、表示装
置が有機ＥＬディスプレイである場合を例に説明する。
【００２４】
　なお、以下の説明では、表示パネルを構成する物理的なデバイスとしての画素を「画素
部」あるいは「サブ画素部」と称し、映像信号により示される画像を構成する画素を「表
示画素」と称する。
【００２５】
　本実施の形態の表示装置は、複数の色（例えば、単色）の光を出力する複数の第一サブ
画素部と、複数の色のうちの少なくとも２つの色を合成することにより得られる合成色の
光を出力する第二サブ画素部とを備える表示装置である。本実施の形態の表示装置は、ウ
ォブリングにおいて、画像を構成する複数の表示画素の各々の輝度の重心を、１画素部よ
りも小さい量で移動させる。
【００２６】
　［１．表示装置の構成］
　図１は、実施の形態にかかる有機ＥＬディスプレイの外観の一例を示す図である。図２
は、実施の形態にかかる有機ＥＬディスプレイの構成の一例を示す図である。
【００２７】
　図２に示すように、有機ＥＬディスプレイ１００は、有機ＥＬパネル１０と、データ線
駆動回路２０と、走査線駆動回路３０と、タイミングコントローラ（以下、「ＴＣＯＮ」
と略称する）４０とを備えている。
【００２８】
　［１－１．有機ＥＬパネルの構成］
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　有機ＥＬパネル１０は、図２に示すように、列方向に延伸するデータ線ＤＲ１、ＤＧ１
、ＤＢ１およびＤＷ１～ＤＲｎ、ＤＧｎ、ＤＢｎおよびＤＷｎと、行方向に延伸する走査
線Ｓｃａｎ１～Ｓｃａｎｍと、複数のデータ線と複数の走査線との複数の交点に配置され
た複数の画素部Ｐとを備えている。言い換えると、複数の画素部Ｐは、ｍ行ｎ列のマトリ
クス状に配置されている。
【００２９】
　画素部Ｐは、複数の色に対応する複数の第一サブ画素部と、複数の色のうちの少なくと
も２つの色を合成することにより得られる合成色に対応する第二サブ画素部とを備えてい
る。本実施の形態では、画素部Ｐは、赤色（Ｒ）用の光を出す第一サブ画素部ＰＲ、緑色
（Ｇ）用の光を出す第一サブ画素部ＰＧ、および、青色（Ｂ）用の光を出す第一サブ画素
部ＰＢを備えている。さらに、画素部Ｐは、赤色の光と緑色の光と青色の光とを合成する
ことにより得られる白色（Ｗ）の光を出す第二サブ画素部ＰＷを備えている。
【００３０】
　以下、第一サブ画素部ＰＲ、ＰＧ、ＰＢおよび第二サブ画素部ＰＷの構成について、図
３を用いて説明する。ただし、第一サブ画素部ＰＲ、ＰＧ、ＰＢおよび第二サブ画素部Ｐ
Ｗの構成は、カラーフィルタ以外は同じ構成である。このため、カラーフィルタ以外の構
成については、第一サブ画素部ＰＲについて説明し、他のサブ画素部の説明は省略する。
【００３１】
　図３は、第一サブ画素部ＰＲの構成の一例を示す回路図である。図３に示すように、第
一サブ画素部ＰＲは、有機ＥＬ素子ＯＥＬと、容量素子Ｃｓと、選択トランジスタＴｒｓ
と、駆動トランジスタＴｒｄとを備えている。
【００３２】
　有機ＥＬ素子ＯＥＬは、駆動電流に応じて発光する発光素子である。本実施の形態にお
いて、有機ＥＬ素子ＯＥＬは、白色の光を出力する発光素子である。駆動電流は、駆動ト
ランジスタＴｒｄから供給される。有機ＥＬ素子ＯＥＬは、アノード電極が駆動トランジ
スタＴｒｄのソース電極に、カソード電極が電源線ＶＥＬ（ＶＥＬは、例えば、接地電圧
）にそれぞれ接続されている。
【００３３】
　容量素子Ｃｓは、データ線ＤＲの電圧に応じた電荷が蓄積される容量素子である。容量
素子Ｃｓは、第一電極が駆動トランジスタＴｒｄのゲート電極に、第二電極が有機ＥＬ素
子ＯＥＬのアノード端子と駆動トランジスタＴｒｄのソース電極との接続ノードＮｓにそ
れぞれ接続されている。
【００３４】
　駆動トランジスタＴｒｄは、データ線ＤＲの電圧に応じて蓄積された容量素子Ｃｓの電
荷の量に応じた駆動電流を有機ＥＬ素子ＯＥＬに供給する。駆動トランジスタＴｒｄは、
薄膜トランジスタであり、ゲート電極が容量素子Ｃｓの第一電極に、ソース電極が有機Ｅ
Ｌ素子ＯＥＬのアノード電極に、ドレイン電極が電源線ＶＴＦＴにそれぞれ接続されてい
る。
【００３５】
　選択トランジスタＴｒｓは、走査線Ｓｃａｎの電圧に応じてデータ線ＤＲと容量素子Ｃ
ｓの第一電極との導通および非導通を切り替えるスイッチ素子である。より詳細には、選
択トランジスタＴｒｓは、薄膜トランジスタであり、ゲート電極が走査線Ｓｃａｎに、ソ
ース電極がデータ線ＤＲに、ドレイン電極が容量素子Ｃｓの第一電極と駆動トランジスタ
Ｔｒｄのゲート電圧との接続ノードＮｇにそれぞれ接続されている。
【００３６】
　さらに、図２に示すように、本実施の形態では、画素部Ｐ内において、第一サブ画素部
ＰＲ、ＰＧ、ＰＢおよび第二サブ画素部ＰＷは、行方向にこの順に並べられている。言い
換えると、第一サブ画素部ＰＲ、ＰＧ、ＰＢおよび第二サブ画素部ＰＷは、列単位で交互
に配置されている。
【００３７】
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　第一サブ画素部ＰＲが形成されている領域には、有機ＥＬ素子ＯＥＬの光射出面側に、
赤色の波長の光を通過させるカラーフィルタが形成されている。同様に、第一サブ画素部
ＰＧが形成されている領域には、有機ＥＬ素子ＯＥＬの光射出面側に、緑色の波長の光を
通過させるカラーフィルタが形成されている。第一サブ画素部ＰＢが形成されている領域
には、有機ＥＬ素子ＯＥＬの光射出面側に、青色の波長の光を通過させるカラーフィルタ
が形成されている。なお、第二サブ画素部ＰＷが形成されている領域には、カラーフィル
タが形成されていない。このように構成することにより、第一サブ画素部ＰＲ、ＰＧ、Ｐ
Ｂおよび第二サブ画素部ＰＷを形成することができる。
【００３８】
　なお、カラーフィルタは、例えば、マスク蒸着により形成することが考えられるが、こ
れに限定されるものではない。例えば、青色発光の有機ＥＬ素子を形成し、青色光を、Ｒ
、Ｇ、Ｂの各色に変換する色変換層（ＣＣＭ：カラーチェンジミディアムズ）を設けても
良い。
【００３９】
　また、本実施の形態では、全てのサブ画素部を白色の有機ＥＬ素子ＯＥＬで構成し、第
一サブ画素部に各色の光を通過させるカラーフィルタを設ける場合について説明したが、
これに限るものではない。例えば、対応する色に応じた材料を用いて有機ＥＬ素子ＯＥＬ
を形成しても構わない。
【００４０】
　また、本実施の形態では、選択トランジスタＴｒｓおよび駆動トランジスタＴｒｄが薄
膜トランジスタである場合を例に説明したが、これに限るものではない。選択トランジス
タＴｒｓおよび駆動トランジスタＴｒｄは、ＦＥＴ、ＭＯＳ－ＦＥＴ、ＭＯＳトランジス
タ、バイポーラトランジスタ等であっても構わない。さらに、選択トランジスタＴｒｓは
、トランジスタに限定するものではなく、アナログスイッチ等であっても構わない。
【００４１】
　［１－２．データ線駆動回路、走査線駆動回路およびＴＣＯＮの構成］
　データ線駆動回路２０は、ＴＣＯＮ４０からの第一制御信号に応じたデータ信号をソー
ス線に印加する回路である。
【００４２】
　走査線駆動回路３０は、走査線Ｓｃａｎのそれぞれに対し、ＴＣＯＮ４０からの第二制
御信号に応じて、走査線Ｓｃａｎに接続された選択トランジスタＴｒｓをＯＮ状態または
ＯＦＦ状態にするための走査信号を印加する。
【００４３】
　ＴＣＯＮ４０は、複数の画素部Ｐを用いた映像の表示を制御する制御部の一例である。
ＴＣＯＮ４０は、データ線駆動回路２０および走査線駆動回路３０の制御を行う機能を有
する。表示動作時において、ＴＣＯＮ４０は、外部から入力された映像信号に応じた電圧
値を有する第一制御信号をデータ線駆動回路２０に対して出力し、走査線駆動回路３０に
対して第二制御信号を出力する。
【００４４】
　なお、ＴＣＯＮ４０は、本実施の形態では、専用のＬＳＩ（Ｌａｒｇｅ　Ｓｃａｌｅ　
Ｉｎｔｅｇｒａｔｉｏｎ：大規模集積回路）により構成されている場合を例に説明するが
、これに限るものではない。ＴＣＯＮ４０は、例えば、マイクロプロセッサ（ＭＰＵ）、
ＲＯＭ、ＲＡＭなどから構成されるコンピュータシステムで構成されていても構わない。
この場合は、マイクロプロセッサが、上述した各動作を実行させるためのコンピュータプ
ログラムに従って動作することにより、上述した各動作を実現できる。
【００４５】
　図４は、ＴＣＯＮ４０の機能の一例を示すブロック図である。図４に示すように、ＴＣ
ＯＮ４０は、外部から入力される映像信号に対する処理を行う画像処理部４１としての機
能を備えている。当該画像処理部４１には、信号処理部４２とウォブリング部４３とが含
まれる。
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【００４６】
　信号処理部４２は、符号化された信号の復号化、画像のサイズの調整等を行う。
【００４７】
　ウォブリング部４３は、焼き付きを防止するために、有機ＥＬパネル１０上に表示され
る画像の表示位置を変更する表示制御部の一例である。ウォブリング部４３は、重心決定
部４４と、輝度変換部４５とを備えている。
【００４８】
　重心決定部４４は、輝度の重心の位置を順次変更する。
【００４９】
　輝度変換部４５は、重心決定部４４において決定された輝度の重心（の位置）に応じて
、第一サブ画素部ＰＲ、ＰＧ、ＰＢおよび第二サブ画素部ＰＷにより表現される合成色の
輝度値が、映像信号の階調値と一致するように、第一サブ画素部ＰＲ、ＰＧ、ＰＢおよび
第二サブ画素部ＰＷに輝度を振り分ける。
【００５０】
　図５は、輝度変換部４５の構成の一例を示すブロック図である。図５において、Ｌ（ｎ
）は、変換前の画像を構成する複数の表示画素のうちの対象画素の階調値であり、Ｌ（ｎ
－１）は対象画素の左側に隣接する左隣接画素の階調値である。ｐは、画素部Ｐの行方向
の長さを１としたときの輝度の重心の相対的な位置を示している。つまり、０≦ｐ＜１で
ある。Ｒ（ｎ）、Ｇ（ｎ）、Ｂ（ｎ）、Ｗ（ｎ）の各々は、変換後の画像を前記表示パネ
ルに表示させるときの第一サブ画素部ＰＲ、ＰＧ、ＰＢおよび第二サブ画素部ＰＷの各々
の輝度値である。
【００５１】
　［２．動作］
　有機ＥＬディスプレイ１００の動作について、図６を用いて説明する。なお、本実施の
形態では、説明のため、映像信号の階調値が１０である場合を考える。
【００５２】
　図６は、左右に隣接した２つの画素部Ｐ１（第一画素部の一例）および画素部Ｐ２（第
二画素部の一例）の表示方法を時系列に示す図である。なお、図６では、第一サブ画素部
ＰＲ、ＰＧおよびＰＢの３つのサブ画素部で白色を表示した場合の輝度の重心の位置を０
としている。図６において、黒丸により示す位置が輝度の重心となる。図６では、輝度値
が０以外のサブ画素部を実線で、輝度値が０になるサブ画素部を破線で示している。
【００５３】
　以下、輝度変換部４５により実行される、移動後の画像における第一サブ画素部ＰＲ、
ＰＧ、ＰＢおよび第二サブ画素部ＰＷの輝度の算出方法について説明する。
【００５４】
　０≦ｐ＜０．５５の場合、以下の式１および式２により変換後の輝度値Ｒ（ｎ）、Ｇ（
ｎ）、Ｂ（ｎ）、Ｗ（ｎ）を求めることができる。
【００５５】
　Ｒ（ｎ）＝Ｇ（ｎ）＝Ｂ（ｎ）＝Ｌ（ｎ）×（０．５５－ｐ）／０．５５・・・（式１
）
【００５６】
　Ｗ（ｎ）＝（Ｌ（ｎ）×ｐ）／０．５５・・・（式２）
【００５７】
　０．５５≦ｐ＜１の場合、以下の式３および式４により変換後の輝度値Ｒ（ｎ）、Ｇ（
ｎ）、Ｂ（ｎ）、Ｗ（ｎ）を求めることができる。
【００５８】
　Ｒ（ｎ）＝Ｇ（ｎ）＝Ｂ（ｎ）＝Ｌ（ｎ－１）×（ｐ－０．５５）／０．４５・・・（
式３）
【００５９】
　Ｗ（ｎ）＝Ｌ（ｎ）×（１－ｐ）／０．４５・・・（式４）
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【００６０】
　ここで、Ｌ（ｎ）＝１０、Ｌ（ｎ－１）＝０、Ｌ（ｎ＋１）＝０の場合を考える。
【００６１】
　時刻ｔ１において、ｐとして０を指定すると、式１および式２より、Ｒ（ｎ）＝Ｇ（ｎ
）＝Ｂ（ｎ）＝１０、Ｗ（ｎ）＝０となる。さらに、Ｒ（ｎ＋１）＝Ｇ（ｎ＋１）＝Ｂ（
ｎ＋１）＝０、Ｗ（ｎ＋１）＝０となる。
【００６２】
　つまり、時刻ｔ１では、図６に示すように、画素部Ｐ１の第一サブ画素部ＰＲ、ＰＧ、
ＰＢを用い、第二サブ画素部ＰＷを用いずに、輝度値が１０の白色を表示している。
【００６３】
　時刻ｔ２において、ｐを０．２７５に指定した場合、式１および式２より、Ｒ（ｎ）＝
Ｇ（ｎ）＝Ｂ（ｎ）＝５、Ｗ（ｎ）＝５となる。さらに、Ｒ（ｎ＋１）＝Ｇ（ｎ＋１）＝
Ｂ（ｎ＋１）＝０、Ｗ（ｎ＋１）＝０となる。
【００６４】
　つまり、時刻ｔ２では、図６に示すように、画素部Ｐ１の第一サブ画素部ＰＲ、ＰＧ、
ＰＢおよび第二サブ画素部ＰＷを用いて輝度値が１０の白色を表示している。なお、時刻
ｔ２では、第一サブ画素部ＰＲ、ＰＧ、ＰＢおよび第二サブ画素部ＰＷの輝度値は全て同
じ値となっているが、これに限るものではない。ｐを０．２７５よりも小さい値に決定し
た場合は、第一サブ画素部ＰＲ、ＰＧ、ＰＢの輝度値が第二サブ画素部ＰＷの輝度値より
も大きくなると考えられる。ｐを０．２７５～０．５５の間の値に決定した場合には、第
一サブ画素部ＰＲ、ＰＧ、ＰＢの輝度値が第二サブ画素部ＰＷの輝度値よりも小さくなる
と考えられる。
【００６５】
　時刻ｔ３において、ｐを０．５５に決定した場合、式３および式４より、Ｒ（ｎ）＝Ｇ
（ｎ）＝Ｂ（ｎ）＝０、Ｗ（ｎ）＝１０となる。さらに、Ｒ（ｎ＋１）＝Ｇ（ｎ＋１）＝
Ｂ（ｎ＋１）＝０、Ｗ（ｎ＋１）＝０となる。
【００６６】
　つまり、時刻ｔ３では、図６に示すように、画素部Ｐ１の第二サブ画素部ＰＷを用いて
輝度値が１０の白色を表示することになる。なお、時刻ｔ３までは、画素部Ｐ１内で輝度
の重心が移動していると言える。
【００６７】
　時刻ｔ４において、ｐを０．７７５に決定した場合、式３および式４より、Ｒ（ｎ）＝
Ｇ（ｎ）＝Ｂ（ｎ）＝０、Ｗ（ｎ）＝５となる。さらに、Ｒ（ｎ＋１）＝Ｇ（ｎ＋１）＝
Ｂ（ｎ＋１）＝５、Ｗ（ｎ＋１）＝０となる。
【００６８】
　つまり、時刻ｔ４では、図６に示すように、画素部Ｐ１の第二サブ画素部ＰＷと、画素
部Ｐ２の第一サブ画素部ＰＲ、ＰＧ、ＰＢとを用いて輝度値が１０の白色を表示している
。なお、時刻ｔ４では、画素部Ｐ１の第二サブ画素部ＰＷの輝度値と、画素部Ｐ２の第一
サブ画素部ＰＲ、ＰＧ、ＰＢの輝度値とが同じ値となっているが、これに限るものではな
い。ｐを０．７７５よりも小さい値に決定した場合は、画素部Ｐ１の第二サブ画素部ＰＷ
の輝度値が、画素部Ｐ２の第一サブ画素部ＰＲ、ＰＧ、ＰＢの輝度値よりも大きくなると
考えられる。ｐを０．７７５～１の間の値に決定した場合には、画素部Ｐ１の第二サブ画
素部ＰＷの輝度値が画素部Ｐ２の第一サブ画素部ＰＲ、ＰＧ、ＰＢの輝度値の輝度値より
も小さくなると考えられる。
【００６９】
　時刻ｔ５では、時刻ｔ１の状態から１画素部の量で移動させることになる。つまり、時
刻ｔ５では、図６に示すように、画素部Ｐ２の第一サブ画素部ＰＲ、ＰＧ、ＰＢを用いて
輝度値が１０の白色を表示している。
【００７０】
　以上より、本実施の形態では、表示画素の輝度の重心の位置は、０、０．２７５、０．
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５５、０．７７５となり、１画素部よりも小さい量で行方向に移動している。また、図６
では、時刻ｔ１～ｔ５の各時刻で、白色を表現するサブ画素部の組み合わせが変更されて
いる。時刻ｔ１～ｔ３では、画素部Ｐ１内で、白色の表現に用いるサブ画素部の組み合わ
せを変更している。時刻ｔ４およびｔ５では、画素部Ｐ１を構成する複数のサブ画素部の
一部と、画素部Ｐ２を構成する複数のサブ画素部の一部とを組み合わせている。これに伴
い、時刻ｔ４およびｔ５では、輝度の重心は、画素部Ｐ１から画素部Ｐ２に渡って移動し
ている。
【００７１】
　なお、本実施の形態では、時刻ｔ１～ｔ４において、ｐを０、０．２７５、０．５５、
０．７７５に決定したが、これに限るものではない。ｐは、さらに細かく指定されても良
い。特に、第一サブ画素部ＰＲ、ＰＧ、ＰＢおよび第二サブ画素部ＰＷの輝度値が整数に
なるようにｐを決定すれば、演算を容易にすることができ、ＴＣＯＮ４０にかかる演算負
荷を低減することができると考えられる。また、ｐは、０以外に少なくとも１つの数値が
決定されれば良い。
【００７２】
　さらに、本実施の形態では、第一サブ画素部ＰＲ、ＰＧ、ＰＢ、第二サブ画素部ＰＷの
順にサブ画素部が並んで配置されていたが、これに限るものではない。第一サブ画素部Ｐ
Ｒ、第二サブ画素部ＰＷ、第一サブ画素部ＰＢ、ＰＧ等、任意の順序であっても構わない
。但し、高輝度の緑（Ｇ）の第一サブ画素部ＰＢと白（Ｗ）の第二サブ画素部ＰＷとが、
隣接しないように配置することが好ましい。
【００７３】
　上述した処理を全ての画素部について実行することにより、画像をぼやけさせることな
く、画像の表示位置をずらすことができる。
【００７４】
　［３．変形例１：サブ画素部が列方向に一列に配置］
　上記実施の形態では、第一サブ画素部ＰＲ、ＰＧ、ＰＢ、第二サブ画素部ＰＷが行方向
に並んで配置されている場合を例に説明したが、列方向に一列に並んで配置される場合に
ついても同様の方法で、表示画素の輝度の重心を列方向に１画素部よりも小さい量で移動
させることができる。
【００７５】
　図７は、列方向にサブ画素部が並んで配置されている場合の一例を示す図である。図７
では、列方向に隣接する２つの画素部Ｐ１１およびＰ１２を図示している。画素部Ｐ１１
は画素部Ｐ１２の上側に位置する。
【００７６】
　図７では、時刻ｔ１では、画素部Ｐ１１の第一サブ画素部ＰＲ、ＰＧ、ＰＢを用い、第
二サブ画素部ＰＷを用いずに白色を表示している。時刻ｔ２では、画素部Ｐ１１の第一サ
ブ画素部ＰＲ、ＰＧ、ＰＢおよび第二サブ画素部ＰＷを用いて白色を表示している。時刻
ｔ３では、画素部Ｐ１１の第二サブ画素部ＰＷを用い、第一サブ画素部ＰＲ、ＰＧ、ＰＢ
を用いずに白色を表示している。時刻ｔ４では、画素部Ｐ１１の第二サブ画素部ＰＷと画
素部Ｐ１２の第一サブ画素部ＰＲ、ＰＧ、ＰＢとを用いて白色を表示している。時刻ｔ５
では、画素部Ｐ１２の第一サブ画素部ＰＲ、ＰＧ、ＰＢを用い、第二サブ画素部ＰＷを用
いずに白色を表示している。
【００７７】
　本変形例においても、図７の点線で示すように、白色を表現するサブ画素部の構成を順
次変更する（移動方向にずらす）ことにより、輝度の重心を１画素部よりも小さい量で列
方向に移動させることができる。
【００７８】
　［４．変形例２：サブ画素部が正方形に配置］
　上記実施の形態では、サブ画素部が一行に並んで配置されている場合について、変形例
１ではサブ画素部が一列に並んで配置されている場合についてそれぞれ説明したが、本変
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形例では、サブ画素部が２行×２列のマトリクス状に配置されている場合について説明す
る。
【００７９】
　図８Ａおよび図８Ｂは、本変形例におけるサブ画素部の配置の一例を示す図である。な
お、図８Ａおよび図８Ｂでは、映像信号により示される画像を構成する複数の表示画素の
うちの対象画素に対応するサブ画素部を実線で示し、対象画素以外の表示画素に対応する
サブ画素部を破線で示している。
【００８０】
　図８Ａでは、行方向に隣接する２つの画素部Ｐ２１およびＰ２２を示している。画素部
Ｐ２１およびＰ２２は、それぞれ、左上に赤（Ｒ）の第一サブ画素部ＰＲ、左下に白（Ｗ
）の第二サブ画素部ＰＷ、右上に緑（Ｇ）の第一サブ画素部ＰＧ、右下に青（Ｂ）の第一
サブ画素部ＰＢがそれぞれ配置されている。
【００８１】
　以下では、説明のため、静止画を表示している場合を例に説明する。
【００８２】
　時刻ｔ１では、左側の画素部Ｐ２１に所定の輝度の白色を表示している。画素部Ｐ２１
の第一サブ画素部ＰＲ、ＰＧ、ＰＢおよび第二サブ画素部ＰＷの輝度値は、映像信号によ
り示される画像を構成する複数の表示画素のうちの対象画素の階調値に応じた輝度値とな
る。
【００８３】
　時刻ｔ２では、左側の画素部Ｐ２１を構成するサブ画素部のうちの右側に位置する第一
サブ画素部ＰＧおよびＰＢ、および、右側の画素部Ｐ２２を構成するサブ画素部のうちの
左側に位置する第一サブ画素部ＰＲおよび第二サブ画素部ＰＷの輝度値は、対象画素の階
調値に応じた輝度値となる。これにより、時刻ｔ２では、時刻ｔ１の場合に比べ、輝度の
重心が０．５画素部程度ずれることになる。
【００８４】
　時刻ｔ３では、画素部Ｐ２２の輝度値が、対象画素の階調値に応じた輝度値となる。こ
れにより、時刻ｔ３では、時刻ｔ２の場合に比べ、さらに、輝度の重心が０．５画素部程
度ずれることになる。
【００８５】
　このように構成することで、輝度の重心を１画素部よりも小さい量で移動させることが
できる。
【００８６】
　図８Ｂは、サブ画素部の配置の異なる画素部Ｐ２１およびＰ２３が列単位で交互に配置
されている場合を例示している。
【００８７】
　図８Ｂの左側の画素部Ｐ２１におけるサブ画素部の配置は図８Ａと同じである。図８Ｂ
の右側の画素部Ｐ２３におけるサブ画素部の配置は、図８Ａに示す画素部Ｐにおけるサブ
画素部の配置とは異なっている。画素部Ｐ２３では、左上に白（Ｗ）の第二サブ画素部Ｐ
Ｗ、左下に赤（Ｒ）の第一サブ画素部ＰＲ、右上に青（Ｂ）の第一サブ画素部ＰＢ、右下
に緑（Ｇ）の第一サブ画素部ＰＧがそれぞれ配置されている。
【００８８】
　図８Ｂの場合、時刻ｔ１では画素部Ｐ２１を、時刻ｔ２では画素部Ｐ２１の右半分と画
素部Ｐ２３の左半分を、時刻ｔ２では画素部Ｐ２３を用いて、映像信号により示される画
像の対象画素を表示させる。このように構成することで、輝度の重心を１画素部よりも小
さい量で移動させることができる。
【００８９】
　以上より、図８Ａおよび図８Ｂのいずれにおいても、１画素部単位だけでなく、複数の
画素部に属する複数のサブ画素部の一部を用いた表示を取り入れることにより、輝度の重
心を１画素部よりも小さい量で移動させることができる。
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【００９０】
　なお、本変形例においても、さらに、同一の画素部内において、白色の表現に用いるサ
ブ画素部の組み合わせを変更しても構わない。この場合には、表示画素の輝度の重心は、
行方向だけでなく列方向にも移動することになるが、列方向の移動は僅かであるため、ユ
ーザが画像の移動を認識することは困難であると考えられる。
【００９１】
　また、図８Ａおよび図８Ｂにおいて、列方向に隣接する２つの画素に対し、上述した方
法と同様の方法を適用すれば、列方向におけるウォブリングについても、輝度の重心を１
画素部よりも小さい量で移動させることができる。
【００９２】
　［５．変形例３：サブ画素部が菱形状に配置］
　上記実施の形態では、サブ画素部が一行に並んで配置されている場合について、変形例
１ではサブ画素部が一列に並んで配置されている場合について、変形例２ではサブ画素部
が２行×２列のマトリクス状に配置されている場合についてそれぞれ説明した。これに対
し、本変形例では、サブ画素部が菱形状に配置されている場合について説明する。
【００９３】
　図９Ａおよび図９Ｂは、本変形例におけるサブ画素部の配置の一例を示す図である。
【００９４】
　変形例２では、画素部Ｐ２１～Ｐ２３は正方形状の領域に形成されたが、本変形例では
菱形状の領域に形成されている。言い換えると、図８Ａあるいは図８Ｂに対して行方向お
よび列方向が－４５度傾けられた配置になっている。
【００９５】
　図９Ａでは、４つの画素部Ｐ３０～Ｐ３３を示している。４つの画素部Ｐ３０～３３は
菱形状に配置されており、上部に画素部Ｐ３０、左側に画素部Ｐ３１、右側に画素部Ｐ３
２、下側に画素部Ｐ３３がそれぞれ配置されている。なお、画素部Ｐ３０およびＰ３３に
ついては、説明のため、一部のみ記載している。
【００９６】
　画素部Ｐ３０～３３は、それぞれ、上部に第一サブ画素部ＰＲ、左側に第二サブ画素部
ＰＷ、下部に第一サブ画素部ＰＢ、右側に第一サブ画素部ＰＧがそれぞれ配置されている
。図９Ａでは、Ｐ３０～Ｐ３３のサブ画素部の配置は全て同じである。
【００９７】
　図９Ａにおいて、時刻ｔ１では、画素部Ｐ３１を用いて白色を表示している。時刻ｔ２
では、画素部Ｐ３１の第一サブ画素部ＰＧと、画素部Ｐ３０の第一サブ画素部ＰＢと、画
素部Ｐ３３の第一サブ画素部ＰＲと、画素部Ｐ３２の第二サブ画素部ＰＷとを用いて白色
を表示している。時刻ｔ３では、画素部Ｐ３２を用いて白色を表示している。時刻ｔ１と
時刻ｔ３との間では輝度の重心は１画素部の量でずれるが、時刻ｔ１と時刻ｔ２との間お
よび時刻ｔ２と時刻ｔ３との間では、輝度の重心は０．５画素部程度ずれることになる。
【００９８】
　このように構成することで、輝度の重心を１画素部よりも小さい量で移動させることが
できる。
【００９９】
　図９Ｂは、サブ画素部の配置の異なる２種類の画素部が交互に配置されている場合を例
示している。図９Ｂでは、４つの画素部Ｐ３０、Ｐ３１、Ｐ３４およびＰ３５を示してい
る。４つの画素部Ｐ３０～３３は菱形状に配置されており、上部に画素部Ｐ３０、左側に
画素部Ｐ３１、右側に画素部Ｐ３４、下側に画素部Ｐ３５がそれぞれ配置されている。な
お、画素部Ｐ３０およびＰ３５については、説明のため、一部のみ記載している。
【０１００】
　図９Ｂにおいて、画素部Ｐ３０およびＰ３１におけるサブ画素部の配置は、図９Ａに示
す画素部Ｐ３０～３３におけるサブ画素部の配置と同じである。画素部Ｐ３４および画素
部Ｐ３５では、上側に第二サブ画素部ＰＷ、左側に第一サブ画素部ＰＲ、右側に第一サブ
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画素部ＰＢ、下側に第一サブ画素部ＰＧがそれぞれ配置されている。
【０１０１】
　図９Ｂにおいて、時刻ｔ１では、画素部Ｐ３１を用いて白色を表示している。時刻ｔ２
では、画素部Ｐ３１の第一サブ画素部ＰＧと、画素部Ｐ３０の第一サブ画素部ＰＢと、画
素部Ｐ３５の第二サブ画素部ＰＷと、画素部Ｐ３４の第一サブ画素部ＰＲとを用いて白色
を表示している。時刻ｔ３では、画素部Ｐ３４を用いて白色を表示している。時刻ｔ１と
時刻ｔ３との間では輝度の重心は１画素部の量でずれるが、時刻ｔ１と時刻ｔ２との間お
よび時刻ｔ２と時刻ｔ３との間では、輝度の重心は０．５画素部程度ずれることになる。
したがって、図９Ｂの場合においても、輝度の重心を１画素部よりも小さい量で移動させ
ることができる。
【０１０２】
　以上より、図９Ａおよび図９Ｂのいずれにおいても、画素部単位だけでなく、複数の画
素部に属する複数のサブ画素部を用いた表示（第五表示）を取り入れることにより、輝度
の重心を１画素部よりも小さい量で移動させることができる。
【０１０３】
　なお、本変形例においても、さらに、同一の画素部において、同一の画素部内において
、白色の表現に用いるサブ画素部の組み合わせを変更しても構わない。
【０１０４】
　なお、本変形例では、輝度の重心は、行方向だけでなく列方向にも移動することになる
が、列方向の移動は僅かであるため、ユーザが画像の移動を認識することは困難であると
考えられる。
【０１０５】
　また、図９Ａおよび図９Ｂにおいても、行方向と列方向を交換して上記方法を適用する
ことにより、列方向におけるウォブリングについても、輝度の重心を１画素部よりも小さ
い量で移動させることができる。
【０１０６】
　［６．効果等］
　以上のように、上記実施の形態および変形例１～３では、ウォブリングにおいて、表示
画素各々の輝度の重心を１画素部よりも小さい量で移動させる。これにより、焼き付きに
よる映像品質の低下を抑制できる。
【０１０７】
　さらに、上記実施の形態および変形例１～３では、表示画素各々の輝度の重心を１画素
部よりも小さい量で移動させるため、ユーザがウォブリングによる画像の移動を認識しづ
らくなる。
【０１０８】
　図１０Ａおよび図１０Ｂは、従来の表示装置におけるウォブリングの例を示す図である
。図１０Ａおよび図１０Ｂでは、１画素部単位で画像の位置をずらしているため（画素部
Ｐ１０１から画素部Ｐ１０２に直接移動するため）、ユーザがウォブリングによる画像の
移動を認識してしまうという問題があった。これに対し、上記実施の形態および変形例１
～３では、表示画素各々の輝度の重心を１画素部よりも小さい量で移動させるため、ユー
ザがウォブリングによる画像の移動を認識しづらくなり、映像品質が低下するのを防止で
きる。
【０１０９】
　さらに、上記実施の形態および変形例１～３では、複数の表示画素各々の輝度値の変更
を行わないため、画像における輝度のエッジを維持し、画像がぼやけるのを防止すること
ができる。
【０１１０】
　また、上記実施の形態および変形例１～３では、輝度の重心を適宜変更しながら、輝度
の重心に応じて、複数の第一サブ画素部および第二サブ画素部により表示される合成色の
輝度値が画像の表示位置の移動を行わない場合の輝度値と同じ値になるように、複数の第
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一サブ画素部および前記第二サブ画素部に振り分ける輝度の配分を変更する。合成色の輝
度値が画像の表示位置の移動を行わない場合の輝度値と同じになるように振り分ける輝度
の配分を変更するため、有機ＥＬパネル１０上に表示される画像の輝度のエッジがぼやけ
るのを防止することが可能になる。
【０１１１】
　さらに、上記実施の形態および変形例１～３では、第一サブ画素部および第二サブ画素
部の輝度値の算出を、上記式１～式４に示すような簡単な演算で実現しているため、ＴＣ
ＯＮ４０の演算負荷が増大するのを抑えることができる。式１～式４を用いることで、輝
度の重心を順次変更しながら代入するという簡単な構成で、画像の輝度の重心を１画素部
Ｐよりも小さい量で順次移動させることが可能になる。このため、装置構成を単純化して
、製造コストが増大するのを抑制することができる。
【０１１２】
　さらに、上記実施の形態および変形例１～３では、結果的に、表示画素を表示させるサ
ブ画素部の組み合わせを変更している。ここで、上記実施の形態および変形例１～３に示
すように、表示装置によりサブ画素部の配置方法は異なる。このため、一般的に、有機Ｅ
Ｌディスプレイ１００等の表示装置では、表示装置の外部から、サブ画素部単位での制御
を行えるように構成されていない。ただし、ウォブリングは、外部から入力される外部制
御信号等によらず、装置内部において実行される制御であるため、サブ画素部単位での制
御が可能である。上記実施の形態および変形例１～３の表示装置では、表示装置の内部制
御であるウォブリングにおいて、サブ画素部単位での制御を行うことにより、画像の輝度
のエッジを維持しながら、表示画素の輝度の重心を１画素部単位ではなく、１画素部Ｐよ
りも小さい単位で移動させることができる。
【０１１３】
　さらに、上記実施の形態および変形例１～３では、高輝度の緑（Ｇ）の第一サブ画素部
ＰＧと白（Ｗ）の第二サブ画素部ＰＷとが離れた位置に配置されている。高輝度の緑（Ｇ
）の第一サブ画素部ＰＧと白（Ｗ）の第二サブ画素部ＰＷとが隣接していると、輝度の重
心が当該２つの画素の中心に引き寄せられて、１画素部より小さい量での輝度の重心の移
動が困難になる場合があると考えられる。上記実施の形態および変形例１～３では、高輝
度の緑（Ｇ）の第一サブ画素部ＰＧと白（Ｗ）の第二サブ画素部ＰＷとが離れた位置に配
置されているので、輝度の重心の移動を良好に行える。
【０１１４】
　（他の実施の形態）
　以上のように、本開示における技術の例示として、実施の形態を説明した。そのために
、添付図面および詳細な説明を提供した。
【０１１５】
　したがって、添付図面および詳細な説明に記載された構成要素の中には、課題解決のた
めに必須な構成要素だけでなく、上記技術を例示するために、課題解決のためには必須で
ない構成要素も含まれ得る。そのため、それらの必須ではない構成要素が添付図面や詳細
な説明に記載されていることをもって、直ちに、それらの必須ではない構成要素が必須で
あるとの認定をするべきではない。
【０１１６】
　（１）上記実施の形態および変形例１～３では、表示装置が有機ＥＬディスプレイであ
る場合を例に説明したが、これに限るものではない。表示装置は、例えば、プラズマディ
スプレイ等、他の表示装置であっても構わない。なお、有機ＥＬディスプレイのように、
焼き付きの影響が大きいディスプレイでは、上記実施の形態および変形例１～３は特に有
用である。
【０１１７】
　（２）上記実施の形態および変形例１～３では、サブ画素部（第一サブ画素部、第二サ
ブ画素部）が２つのトランジスタを備える２Ｔｒ構成の有機ＥＬ素子を用いたサブ画素部
である場合を例に説明したが、これに限るものではない。参照電圧の印加、初期化電圧の
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る構成であっても構わないし、２以上のコンデンサを備える構成であっても構わない。
【０１１８】
　（３）上記実施の形態および変形例１～３では、ＲＧＢＷ形式の表示装置を例に説明し
たが、これに限るものではない。例えば、Ｒ（赤）Ｇ（緑）Ｂ（青）Ｙ（黄、赤と緑の合
成色）形式の表示装置であっても構わない。本開示は、複数の色の各々に対応する複数の
第一サブ画素部と、複数の色のうちの少なくとも２つの色を合成することにより得られる
合成色に対応する第二サブ画素部とを有する画素部を備える任意の表示装置に適用するこ
とができる。
【０１１９】
　（４）なお、本開示は、表示装置として実現できるだけでなく、表示装置を構成するウ
ォブリング部により実行される各ステップを有する表示方法として実現したり、これらの
ステップをコンピュータに実行させるプログラムとして実現したり、当該プログラムを記
録したコンピュータ読み取り可能なＣＤ－ＲＯＭなどの記録媒体として実現したり、当該
プログラムを示す情報、データ又は信号として実現したりすることもできる。そして、そ
れらプログラム、情報、データ及び信号は、インターネット等の通信ネットワークを介し
て配信してもよい。
【０１２０】
　また、上述の実施の形態は、本開示における技術を例示するためのものであるから、特
許請求の範囲またはその均等の範囲において種々の変更、置き換え、付加、省略などを行
うことができる。
【産業上の利用可能性】
【０１２１】
　本開示は、ウォブリングを行う表示装置に適用可能である。具体的には、プラズマディ
スプレイ、有機ＥＬディスプレイ、これらを利用した携帯電話機、スマートフォンあるい
はタブレットなどに、本開示は適用可能である。
【符号の説明】
【０１２２】
１０　　有機ＥＬパネル
２０　　データ線駆動回路
３０　　走査線駆動回路
４０　　ＴＣＯＮ
４１　　画像処理部
４２　　信号処理部
４３　　ウォブリング部
４４　　重心決定部
４５　　輝度変換部
１００　有機ＥＬディスプレイ
Ｃｓ　　容量素子
ＯＥＬ　有機ＥＬ素子
Ｐ、Ｐ１、Ｐ２、Ｐ１１、Ｐ１２、Ｐ２１、Ｐ２２、Ｐ２３、Ｐ３０、Ｐ３１、Ｐ３２、
Ｐ３３、Ｐ３４、Ｐ３５、Ｐ１０１、Ｐ１０２　画素部
ＰＲ、ＰＧ、ＰＢ　第一サブ画素部
ＰＷ　　第二サブ画素部
Ｔｒｄ　駆動トランジスタ
Ｔｒｓ　選択トランジスタ
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